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大国地域振興協議会



南部町は、平成 16年 の 2町 合併 を機 に住民自治のあ り方 につ
いて検討 を進め、平成 19年 に町内に7つ の地 1或 振興協議会 を立
ち上げま した。 自主 自立の地頭づ くりが求め られて きた中で、
各協議会単位で様 ノマな地功 づ く りの取 り組み を行 い 17年 が経
ち、その仕組みが住民 に浸透 して成果が出ているよ うに思 いま
す。
しか し、 この 4年 間は新型 コロナ ウイルス感染症 によ り十分
な活動が出来ませんで した。令和 5年 5月 に感染症が 5類 へ移行
とな り、本来の計画が実施出来るよ うにな りま した。
また、近年 は全国各地で豪雨災害や大きな地震災害な どが多
発 しています。

それ らを踏 まえなが ら、 ここに令和 6年 度か ら5カ 年の「 お
おくに地域づ くり計画」を作成いた しま した。内容 は これまで
の取 り組 み を継 承 し「 生活 」「 教 育・ 文化」「 産 業・ 環境 」
「健康・ 福祉」 の 4分 野で計画 して います。 この中で重点 をお
く施策 と して、「健康・ 福祉」で は「 地域福祉計画」 を推進す
る とともに、各地で 自然災害が多発 している ことか ら「 防災対
策」の強化 に白けた活動を実施 します。また、各年で検討 を重
ね充実 した活動計画 を立て、実のある取 り組み を展開 して行き
たいと思います。

地生亥の皆さまの ご理解、 ご協力を賜 りますよ うお願 い申 し上
げます。

令和 6年 4月 吉 日
大国地械振興協議会
会長   前田 輝美
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大□地1或最高峰の高兒山を臨む



テーマ :安心安全な地1或を目指します

安〕齢・安全な暮らしは皆の願いであり、地域の子供から高齢者まで「自分たちの事は自分で」を

基本に、皆でロノもけ合い、支えあつて課題を解決するよう「安 ,M・ 安全な地頭」を目指 します。

1.[方災の取り組み

いつどこで災害が発生するかわかりません。いざという時に備えて日頃より命を會る防災の意

識を高め、地頭が一体となつて助け合つていくための活動を推進します。

1)災害発生時に初期 (初動)対ぬとして、情報収集を的確に行うことが出来る体制をつくる
・ 集落単位での消火・避難訓練の実施

2)集落防災マニュアルの整備、見直し
・ [方災設備、施設及び危険箇所などの把握

・避難場所、避難経路確認のための防災マップの見直し

3)震災等への準備
・簡易 トイレの備蓄

・欲料水の備え

・発電機の設置

4)大国地 1或内の「農業用ため池」の実態についての周知
・ これまでに調査した結果を基に、決壊を想定した具体的対廠策の検討

5)消防用設備の定期的点検の実施
・集落内の消火栓及び消火ホースの点検の実施

・家庭用消火謡、住宅用火災警報話の交換の推進

6)災害弱者に対する見守り活動等の実施によるロノもけ合い体制の整備
・高齢者世帯、独居者等への声かけ、見守り活動の実施

7)大国地区の[方災土との連携             生■,
・防災土と連携し、大国地域全体の防災訓練を推進する

情報1又集訓練の様子
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消火栓の放水訓練の様子

-2- 避難所の設営 (田園スクエア



2.防犯の取り組み
挨拶の声が聞こえる地域では、犯罪の発生は少ないと言われています。誰もが安もして生活
できるよう犯罪の未然防止のため地頭で[方犯の取り組みを進めます。

1)挨拶運動を展開して、住民圃土のつながりを深める
2)子どもの見守り、防犯活動の実施
・ボランティア (尚寿会、PTA等 )との連携や支援により、子どもへの声かけ、見守り
活動を実施 (基本的には毎週水曜日下校見守り)し、併せて地頭内の不~番者や、不法投
棄のパトロールを実施
・西伯小コミュニティスクールとの連携により、入学式後の 1週間、新入学生の見會り、
下校指導 (家まで送る)を実施する
。協議会と青少年育成会が連携し、夏休み中に夜間パトロールを実施する
3)振り込め詐欺等、犯罪被害の防止活動
・犯罪被害の実態の周知と評防対策の啓発活動の実施 (広報、請習会等)
・全体いきいきサロンや集港サロン等で、高齢者に啓発を行う

子どもの見守りの様子

3.交通安全の取り組み
交通安全意識の高揚を図り、交通事故のない地t或を目指します。

1)交通弱者 (自分で自動車を運転できず、企其交通に頼る人)の交通安全意識向上を啓発
する活動の実施
・イベント時 (尚寿会、いきいきサロン等)に請演や請習会を実施
2)年 4回の交通安全運動期間中に、のぼり旗や看板等を設置し、交通安全意識向上の啓尭
活動を実施する
3)カーブミラーの清掃や点検の実施を設置集港へ啓発する

雪

交通安全のぼり旗の設置 -3-



■数:首111菜11と鉛1野 |

テーマ :出会しヽ、心ヽれあい、助け合いを大切
に活気ある地上或を目指します

集落内での伝統行事、伝統文化の継承が希簿になつています。そんな課題をクリアするために、

子どもたちを地上亥で守り健全育成に努めます。また、人との出会いを大切にし、「地 i或の輪づく

り」を目指す取り組みを実施します。

1.伝統行事、伝統文化の継承についての取り組み
伝統行事、文化を伝承するとともに、人と人との「 Sヽれあい」を大切にし、次世代ヘ

継承して行きます。

1)地頭の伝統行事、文化を若者や子ども達へ継承
・大国地上或の歴史や文化について調査し、次世代へ継承する活動を広報等で紹介する

原地区荒神祭

2 青少年健全育成、若者、女性の地域活動参画の取り組み
若者、女性に活躍願う場面を多くし、参画を推進します。

1)西伯小・法勝寺中コミュニティスクールや尚寿会、PTA、 ボランティアと連携し、子
どもの登下校時のあいさつ運動を推進する

2)地域の宝である子ども達に、将来「大国」を思い出してもらえる様に高齢者との交流
が図れる事業を実施する
。「まめなかや文田」の3世代交流事業の実施
・「子ども工作教室」を育成会、尚寿会と連携して開催

3)女性の地t羨活動参画の推進

まめなかや火田の 3世代交流
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夏の子ども自由工作教室



3 生涯スポーツ、文化渚動の取り組み

地域の子供から高齢者まで、誰もが気軽に参殉Bできる「スポーツ・文化活動」に取り組
みます。

1)各種スポーツ大会、運動会などを開l在し、地頭の交流、心、れあいの車命を広げる
2)大□まつり、イベントを通じ、学習成果の発表の場を設け、渚動意欲の向上に努める
3)各種団体の酒動を支援する
。農山村広場の自由開放 (大国GGマスターズ等へ)
・渚動団体支援 (さくら会、尚寿会、100歳体操教窒、各種教室等)
・指導者の発掘、団体登録

運動会での宅急便リレーの様子 大国まつりでの作品展

―持 100歳
体操の様子

グラウンドゴルフ大会の様子

4.人権学目の取り組み
人権問題は差別意識の解消と人権意識の高揚をはかることが懲要です。誰もが性別や人不重
にかかわらず、自分らしく生きられる社会作りに取り組みます。

1)行政や人権学召推進委員との連携により人権についての理解を深めるとともにそのん策
を検討する
。人権学召推進委員や行政と連携し、研修会を開催する
。各研秀集会や、人権セミナーヘの参加推進

ベ トナムのんとの交流

そば打ちを体験 していただ

いた

令不□6年2月の交流

そばを食べながら通訳を介し交流を
深めた
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1薩1業11環境盆野:
テーマ :いきいき明るい地功づ<り を目指

します

大国地域を守り、すつと住み続けたい環境づくりが財要です。将来にわたり「おおくにが好き」

と言える地域づくりを目指します。

1.生活基盤やノ△ゝ其施設整備の取り組み
私達の大切な生活の舞合である道路や

′ム`園施設等を、誰もが安lbして使用出来るよう維持管理しま

す。

1)集落内の道路の点検やl」 修ヽ繕など行政に対する要望の取りまとめを行う
・集落の生活道路の小修繕が集落で実施出来るよう支援

・集港から提出された要望事項の取りまとめ (調査・点検⇒提出)

2)田園スクエアや集港′ム`民館、公園が心ヽれあいや憩いの場となる取り組みをする
。田園スクエアの清掃活動 (年3回)や点検及び利用促進
・公園に設置されている遊具の点検

・集港′ム`民館を解放し、もヽれあいの場としての活用の検討

2.環境美化の取り組み
美しい自然は地域の宝、そんな素8青らしい自然環境を将来に残して行きます。

1)協議会の拠点施設の田園スクエア周辺の環境美化
・青少年育成会との連携、協力による花の植栽

・」ヽ原□―タリーの植栽及び管理 (緑の募金還元事業を活用)

2)防犯パトロールや一斉清掃を実施し及びゴミの不法投棄[方止に努める
、 ・赤鳥居や立看板の新設、更新、監視カメラの設置の検討
・定期パトロールや、不法投棄の多い県境付近の一斉清掃の実施

田園スクエア内の除革作業
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不法投棄I方止立て看板の設置



3.荒廃地・遊体地への取り組み
高齢化や農業の担い手不足により農業離れが進み、農地の荒廃や遊休地化が問題となつてきてま

す。作業委託や有利作物栽培の情報提供の支援をします。

1)農 地の遊休、荒廃を防止のため、担い手農家、組織への作業委託等の検討
2)山 林、竹林の荒廃防止策の検討
3)烏 獣 (カラス・猪等)被害防止のため、捕獲講習や助成制度の活用に向けた行政からの情報
提供

4)行政からの情報提供の伝達

4.大□まつりの取り組み
地頭のみんなが一体となつて、取り組める事業とします。

1)心、るさと「大国」を再確認することや、人と人のつながり心、れあいを、体感出来る地頭
資源再発見の場として、より充実した「大国まつり」 を実施し活性化に努めます
。大□まつり出店に向けての集落支援
・広場前の独自性の倉」出

・大国地頭内の事業所との交流

大国まつりでの集落出店の様〒

-7-大国まつりでのこども広場で楽しんでる様子



健1康11福:祉1簿野|

:一人一人が健康で生甲斐を持ち、協力し
え合つて暮らしていける地上亥を目指します

少子高齢イヒが一段と進行 している中、みんなで支え合い、ロカけ合い、健康で明るい地頭づく

りの取り組みを進めます。

1 支え合いと生甲斐づくりの取り組み
皆で支え含い、誰もが,生甲斐を持ろ、地頭の一員として活躍できる地域づくりをします。

1)常設サロンの開設
・気軽に集える場 (大□田園スクエア内でのカフェ等の開設)

・常設サロンの開設に向けた準備委員会を童ろ上げ検討を行う
。eスポーツの活用推進

2)高齢者、障害者、子ども達を支える地上或づくり
・地頭支え合いマップづくりの検討・取り組み

・認知症サポーター研修会等の開催

3)いさいきサロンの活動支援
・集落いさいきサロン活動の支援と、全体いきいきサロン交流会の開催によるもヽれあい

・全体いきいきサロンで歌・踊り等を楽しんで頂く

4)協議会・民生委員児童委員・健康福祉課・社会福祉協議会との連携
・大国の福祉を考える会の開催

・地頭福祉計画の推進

・福祉コーデイネーターの配置の検討

・ 協議会事務局を福祉相談窓□とし、各部署ヘ

の敏速な対応をする

いきいきサロン

2.健康づくりの取り組み
一人ひとりが健康で明るく活性して行くための取り組みを展開します。

1)健康講座を開催 し、健康意識を高めると共に、健康増進委員、保健師と連携し、健康
診断受診率の向上を目指します
。健康福祉課、病院と連携し健康講座を開催する

・健康診断受診の岬びかけを実施し啓発する

2)「いきいき100歳体操」の展開を支援することで、高齢者の健康づくりをサポート
する
3)料理教室等の開催を通じ、食生活の大切さを啓発する
・南部町楽食クラブによる食生渚改善の料理教窒や講習会などを依頼する

100歳 体操

テーマ
支
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料理教室
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大国地域振興協議会 (組織機構図)

健康診断等の推進

体力づくり運動の推進

食生活改善活動

各種講座・教室・講演会の開催

福祉ボランティア活動の推進

老人会活動の推進

いきいきサロンの開催

敬老会の開催

人権啓発活動

その他

大国地域居住者

準会員:地域外居住者等・地域内法人等・同左勤務者

決

議

機

関

地域振興協議会 会長

地域振興協議会 副会長

監査会(監事2名 )

役 員 会 (会 長
日
冨 1会 長

E部
長
・
冨 1部 長

・
事 務 局 員 )

事務局 (事務局員若千名)

総務企画部 公民館部 地域づくり部 ふれあい部

部会
部長1名 B副部長1名

部員フ名
部会
部長1名・副部長1名

部員8名
部会
部長1名・副部長1名

部員7名
部会
部長1名・副部長1名

部員7名

あいさつ運動の実施

防犯・防災対策、交通安全対策

住民要望の取りまとめ

町への要望の取りまとめ

集落計画・地域づくり計画策定

年間事業計画の策定

行政及び区長との連絡調整

広報紙の発行

その他

運動会の開催

スポーツ・レクリエーション活動

世代間交流の促進

伝統文化の継承

青少年の健全育成

子ども会の育成

男女共同参画社会の推進

その他

花つくり運動の推進

生活環境改善事業

一人暮らし老人のケア

道路・河川・公園等の清掃

農地の保全、集落営農の推進

農業・林業・商工業の振興

特産品の開発育成

収穫祭の開催

その他

人権学習推進員 趣味活動団体 南部町楽査クラブ

子ども会育成会役員 青少年育成会 地域福祉委員

青少年育成会 健康増進委員

老人クラブ

評議会 議長

評議会 冨1議長

評議員(集落区長)13名

原区長 口絹屋区長

北方区長 奥絹屋区長

長田区長 小原区長

猪小路区長 大国田園ハイツ区長

与―谷区長 倭区長

鍋倉区長 倭二区区長

西区長

活
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集落別世帯 。人国の状況 (外国人除く)

≪南部町人口統計資料 (令和5年 12月 31日 現在)≫

集落名 世帯 人 口 男 女

1

14

15

64

65

74

75

年少人口 生産人口 高齢化率

原 72 221 110 111 19 114 34 54 8.60% 51.58% 39.82%

北方 31 97 46 51 13 51 15 18 13.40% 52.58% 34.02%

長 田 27 74 36 38 7 41 16 10 9,46% 55.41% 35.14%

猪小路 39 98 45 53 10 42 23 23 10.20% 42.86% 46.94%

与一谷 10 33 18 15 0 19 5 9 0.00% 57.58% 42,42%

鍋倉 4 13 6 7 1 6 2 4 7.69% 46.15% 46.15%

西 32 106 51 55 12 51 22 21 11.32% 48.11% 40.57%

口絹屋 13 49 23 26 8 20 8 13 16.33% 40,82% 42.86%

奥絹屋 20 65 31 34 7 29 10 19 10.77% 44.62% 44.62%

小原 39 84 47 37 9 43 14 18 10。71% 51.19% 38110%

倭 93 264 131 133 38 155 31 40 14.39% 58.71% 26.89%

倭 区 8 22 12 10 1 14 2 5 4.55% 63.64% 31.82%

大国田園

ハイツ

41 128 53 75 12 92 12 12 9,38% 71,88% 18.75%

小計 429 1,254 609 645 137 677 194 246 10.92% 53.99% 35.08%

ル ーー「フル

タウン

25 87 47 40 16 61 5 5 18.39% 70.11% 11.49%

全体 454 1,341 656 685 153 738 199 251 11.41% 55.03% 33.56%

※南部町のデータですので、集落内のアパートや寮などの数も含まれています。




